
農作業支援活動
将来を見据えた高校を核とした地域創生のカタチ

真新しい実習服に身を包みながら農作業をしているのは１年生。名農では入学して間もなく、農家に出向いて終日実習を行う。このよ
うな貴重な経験は、南部町役場や受け入れ農家の皆様のご協力で成り立っている。このような地域密着型の学習から、県立ではある
が、南部町立名久井農業高等学校のプライドも隠し持っている。果樹栽培が盛んな南部町ということもあり、ほとんどの園地作業がリン
ゴの人工授粉であった。そう言えば、名農の校歌には「愛しきリンゴの小さき花に 若さと春とを見つけて招く」の歌詞があるが、作業
風景はまさに校歌のプロモーションビデオのようである。さて、南部町は今、人口減少、農家の担い手不足、農家の高齢化が差し迫った
課題先進地域である。このような地域で学ぶ意義は大きい。実体験で見つけた課題を解決できるような研究を進めていこう。

♬ 愛しきリンゴの小さき花に 若さと春とを見つけて招く♬

開拓

：南部町

南部町立名久井農業高校!?


